
Webex Calling MultiPlatform Phone (MPP)   

ログ取得方法 

 

本ドキュメントでは、MultiPlatform Phone (以降は MPP)  7800 シリーズ・8800 シリーズ 

において、デバッグ Problem Report (PRT) をテクニカルサポートに送信する方法を紹介し

ます。 

 

7800 シリーズ（参考画像） 

 

 

 

 

8800 シリーズ（参考画像） 
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はじめに 

Webex Calling サービスで問題が発生した場合において、Webex Calling 保守窓口（サポート

デスク）に故障お問合せをいただく際に、ログ情報（デバック PRT※）をご提供いただくこと

で、早期の原因特定や問題解決につながります。本資料をご参照の上、正しいログの取得方法

についてご確認ください。 

※Problem Report(PRT)は、MPP のログファイルのアーカイブです。デバッグ PRT は、事前

に ControlHub の[デバイス設定]で PRT のデバッグを有効化してロギングされた PRT となり

ます。 

 

注意事項： 

✓ デバッグを有効化して MPP が動作しなくなるという報告はありませんが、デバッグ

を有効にしたまま使い続けることは推奨されません。 

✓ ログの保管には有効期限があります。問題発生後、速やかに取得してください。 

✓ 問題の調査にあたっては、ログ以外にも以下の情報等が必要です。 

【事象発生ユーザのメールアドレス】 

【不具合詳細】 

【事象発生日時】 

【再現性】 

【エラーメッセージの有無】 

【発信先番号】 

【発信元番号】 
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デバック PRT の有効化（事前準備） 

デバッグ PRT を取得するために、事前にコントロールハブでロギングレベルを [スタンダー

ド] から [デバッグ] に変更する必要があります。 

 

1. 管理者の権限でコ

ントロールハブに

ログインし、 

[デバイス] >  

[<該当の MPP>] 

> [デバイス設定] 

をクリックしま

す。 

 

 

 

2. デバイス設定の画

面が開くので、[カ

スタム デバイス設

定を定義] を選択

し、[デフォルトの

ロギングレベル] 

を [デバッグ] に

変更し、[保存] を

クリックして設定

変更を反映させま

す。 
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事象の再現を実施 

デバッグ PRT を有効化した後、問題を再現させます。再現試験を行った時の情報 (発信時刻、

発信元番号、宛先番号等) をメモしておいてください。 
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MPP のアプリケーションボタンから PRT を送付する方法 

1. MPP の [情報と設定] ボタン 

(車輪マーク) を押します 

 

 

 

 

 

2. MPP 中央の①選択/決定ボタン

を操作し、液晶パネル表示の②

[ステータス] を選択。「選択」

表示の下の③ボタンを押す。 

 

 

②  

③  

①  
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液晶パネル表示の①[問題をレ

ポート] を選択し、「選択」表

示の下の②ボタンを押す。 

 

 

 

3. 液晶パネルの[問題の発生日

付]、[問題の発生時刻] を入力

し[問題の説明] を選択してくだ

さい。 

操作説明 

カーソル移動 MPP 中央の選択

/決定ボタン 

削除 液晶画面「×」

表示下のボタン

を押す 

数字入力 MPP の数字ボタ

ンを押し、入力

したい数字が選

択されるまで複

数回押す 

記号「/、:」

入力 

MPP の「※」を

押して選択可

能。 

 

 

 

①  

②  
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4. 表示された問題の説明から該当

のものを選択し、「選択」表示

下のボタンを押してください 

 

 

 

5. [送信] 表示下のボタンを押しま

す 
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[PRT ファイルを生成しています]が

表示されます 

 

 
 

6. [アップロードに成功] と表示さ

れたら、送信時刻と記載されて

いるファイル名を控えておき、 

Webex Calling 保守窓口（サポ

ートデスク）に故障お問合せを

いただく際にご提供ください。 

 

 

 

 


